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持分法適用関連会社の異動（株式譲渡等）、特別利益の計上（関係会社株式売却益）及び 

業績予想の修正に関するお知らせ 

  

当社は、2024 年５月 22 日開催の取締役会において、当社が保有する、持分法適用関連会社である株

式会社くるめし（旧日本フードデリバリー株式会社）（以下、「くるめし」と言います。）の全株式及び全

新株予約権を譲渡すること（以下、「本株式譲渡等」と言います。）を決議いたしましたので、下記のとお

りお知らせいたします。これにより、くるめしは持分法適用関連会社から除外されます。 

また、本株式譲渡等による特別利益の計上及び最近の業績動向を考慮し、2023 年 10 月 13 日に公表し

た 2024 年８月期通期連結業績予想を修正いたします。 

 

記 

 

１. 持分法適用関連会社の異動について 

(１) 本株式譲渡等の理由  

くるめしは法人・団体向けフードデリバリープラットフォームを運営しており、国内最大の弁当専

用プラットフォーム「くるめし弁当」（https://www.kurumesi-bentou.com/）を中心として、国内最

大のケータリング・パーティー料理専用プラットフォーム「シェフコレ」（https://www.chef-

colle.com/）、オフィス向けの日替り弁当専門プラットフォーム「ヒトハコ」（https://hitohaco.com/）

の運営を行っております。 

 くるめしは、主に法人・団体による弁当・ケータリングの手配ニーズに対し、自社 EC モールを介

して多数の加盟弁当店・飲食店をマッチングし、また商品開発、受注、決済、配送までを一貫してサ

ポートするプラットフォーム型サービスを提供しております。当社は、2013 年 3 月に事業領域と収

益の拡大を目的にくるめしと業務・資本提携を行い、持分法適用関連会社とし、当社が持つ加盟店と

のネットワークや運営ノウハウの活用により、新たな販路の開拓やビジネス機会の創造につなげ、競

争力強化を図ってまいりました。 

 くるめしの年間 GMV（流通取引総額）は提携後の 10 年間で約 40 倍にまで拡大、国内最大の弁当

デリバリーサービスとなり、資本・業務提携時に想定をしていた目的が達成され、当社としての役割

を一定程度果たせたと考えているところ、この度、当社が保有するくるめしの全株式及び全新株予約

権の取得の申し出を受領いたしました。当該申し出を検討した結果、くるめしにおいては新たな資本

パートナーの支援の下でさらなる企業価値向上を目指すことが最善であり、かつ、当社としても本株

式譲渡等により財務体質の更なる強化や成長投資等による企業価値向上を目指すことが両社の企業

価値最大化に資すると判断し、取得の申し出に応じることといたしました。 

 本株式譲渡後も両社の協力関係を維持し、新たな販路の開拓やビジネス機会の創造につなげ、両社

の競争力強化を図ってまいります。 

 

 

 

本社所在地 東京都渋谷区千駄ヶ谷五丁目 27 番５号 

会 社 名 株式会社 出前館 

代 表 者 代表取締役社長 藤井 英雄 

（コード番号：2484 東京証券取引所スタンダード市場） 

問 合 せ 先 財務経理グループ 

TEL：050-5445-5390 

URL：https://corporate.demae-can.co.jp/ 



(２) 異動する持分法適用関連会社の概要 

(１) 名 称 株式会社くるめし 

(２) 所 在 地 東京都渋谷区道玄坂 2-23-12 フォンティスビル７F 

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役 石川 聡 

代表取締役 小林 篤昌 

(４) 事 業 内 容 法人・団体向けフードデリバリープラットフォームを運営。国内最大の

弁当専用プラットフォーム「くるめし弁当」を中心として、国内最大の

ケータリング・パーティー料理専用プラットフォーム「シェフコレ」、

オフィス向けの日替り弁当専門プラットフォーム「ヒトハコ」も運営 

(５) 資 本 金 1 億 388 万 8,750 円 

(６) 設 立 年 月 日 2010 年８月 26 日 

(７) 大株主及び持株比率 株式会社 RiverStone 39.90％ 

株式会社出前館   24.65％ 

(８) 上場会社と該当会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 当社の持分法適用関連会社であります。 

人 的 資 本 当社の代表取締役社長が、当該会社の取締役を兼任し

ております。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

  ※財務情報につきましては、譲渡先の意向により非開示とさせていただきます。 

 

(３) 株式譲渡の相手先の概要 

(１) 名 称 株式会社 Box 

(２) 所 在 地 東京都千代田区紀尾井町 4 番 1 号 

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役 中前尭博 

(４) 事 業 内 容 株式の取得及び保有等 

(５) 資 本 金 譲渡先の意向により非開示とさせていただきます。 

(６) 設 立 年 月 日 2024 年３月 11 日  

(７) 大株主及び持株比率 ユニゾン・キャピタル 5 号投資事業有限責任組合 100% 

(８) 上場会社と該当会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

 

(４) 新株予約権譲渡の相手先の概要 

(１) 名 称 株式会社くるめし 

(２) 所 在 地 東京都渋谷区道玄坂 2-23-12 フォンティスビル７F 

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役 石川 聡 

代表取締役 小林 篤昌 

(４) 事 業 内 容 法人・団体向けフードデリバリープラットフォームを運営。国内最大の

弁当専用プラットフォーム「くるめし弁当」を中心として、国内最大の

ケータリング・パーティー料理専用プラットフォーム「シェフコレ」、

オフィス向けの日替り弁当専門プラットフォーム「ヒトハコ」も運営 

(５) 資 本 金 1 億 388 万 8,750 円 

(６) 設 立 年 月 日 2010 年８月 26 日 

(７) 大株主及び持株比率 株式会社 RiverStone 39.90％ 

株式会社出前館   24.65％ 

(８) 上場会社と該当会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 当社の持分法適用会社であります。 

人 的 資 本 当社の代表取締役社長が、当該会社の取締役を兼任し

ております。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 



(５) 譲渡株式数、譲渡価額及び譲渡前後の所有株式等の状況 

(１) 異動前の所有株式数 保有株式数 

38,000 株 

（議決権の数：38,000 個） 

（議決権所有割合：24.65％） 

保有新株予約権 

90 個（9,000 株） 

(２) 譲渡株式数 保有株式数 

38,000 株 

保有新株予約権 

90 個（9,000 株） 

(３) 譲渡価格 当事者間の守秘義務により非開示とさせていただきます。 

(４) 異動後の所有株式数 保有株式数 

０株 

（議決権の数：０個） 

（議決権所有割合：０％） 

保有新株予約権 

０個（0 株） 

 

(６) 日程 

(１) 取締役会議決日 2024 年５月 22 日 

(２) 契約締結日 保有株式の譲渡 

2024 年 5 月 22 日 

保有新株予約権の譲渡 

2024 年５月 22 日 

(３) 株式譲渡実行日 保有株式の譲渡 

2024 年６月上旬（予定） 

保有新株予約権の譲渡 

2024 年６月上旬（予定） 

 

(７) 今後の見通し 

 本株式譲渡等に伴い、2024 年８月期第４四半期の個別決算におきましては、約 23 億円の特別利

益を計上し、連結決算におきましては、連結決算上必要な調整を行い、約 20 億円の特別利益の計上

を見込んでおります。 

 

２. 業績予想の修正について 

(１) 2024 年８月期通期連結業績予想数値の修正（2023 年９月１日～2024 年８月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

56,000 

百万円 

△8,000 

百万円 

△7,960 

百万円 

△7,981 

円 銭 

△60.36 

今回修正予想(B) 51,000 △5,500 △5,400 △3,300 △24.97 

増減額(B-A) △5,000 2,500 2,560 4,681 － 

増減率(%)  △8.93 － － － － 

(ご参考)前期実績 

(2023 年８月期） 
51,416 △12,259 △12,122 △12,154 △92.25 

 

 

 



(２) 修正の理由 

以下の理由により、2023 年 10 月 13 日に公表いたしました連結業績予想を修正いたします。 

2024 年８月期通期連結業績予想につきましては、当第 2 四半期までの実績を踏まえ GMV が期初

想定より下回る見込みのため、売上高を 510 億円に修正いたします。一方、2025 年 8 月期通期黒字

化に向け、売上原価・販管費の適正化が順調に進んでいる結果、営業費用が期初想定より減少する見

込みとなりましたので、営業利益を△55 億円、経常利益を△54 億円に修正し、「上記７．に記載」の

通り、本株式譲渡等により約 20 億円の特別利益を計上する見通しとなったことから、親会社株主に

帰属する当期純利益を△33 億円に修正いたします。 

 

（注）上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり

ますが、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


